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1.概要 

九州大学 ARI M（ マテリ アル先端リ サーチイ ンフラ ） では MALDI -TOF-MS を共用機器と し て提供し てい

る 。 本校の学生・ 教員を中心と し た予約が埋ま り フル稼働する 一方、 学外から の利用はほぼ無く 、 外部

利用者の獲得が 1 つの課題と なっていた。 そこ で今年度、 MALDI で測定し たデータ をマッ ピングする こ

と ができ る 「 イ メ ージング質量分析/MALDI  I magi ng」 を導入し た。 外部利用者の獲得に向けての切り 札

と する べく その運用を見据え、 同機能の習得を目指し て実験・ 測定を行ったため、 こ れを報告する 。  

2.実験の手法 

 MALDI -TOF-MS（ マト リ ッ ク ス 支援レ ーザー脱離イ オン化飛行 

時間質量分析計） は Autof l ex max（ Bruker） のも のを使用し た。  

イ メ ージングソ フト は MALDI  i magi ng を用いた。 マト リ ッ ク ス は 

α-シアノ -4-ヒ ド ロ キシケイ 皮酸 ( CHCA) を使用し 、 エアブラ シを 

用いて塗布を行った。 サンプルは酸化膜付き シリ コ ンウ エハに、  

ポジレジス ト （ OFPR） を塗布し たも のをマス ク レス 露光機でパタ  

ーニングし たも のを使用し た。 イ メ ージング測定において、 普段 

の MALDI 測定と 大き く 異なる 部分はマト リ ッ ク ス の混合部分である 。  

従って、 様々な塗布条件を設定し た上で、 MALDI プレ ート にサンプ 

ルを載せ測定を試みた。  

3.結果 

吹き つけ時間において、「 5 分」 と 「 30 分」 では明確に 

イ メ ージング結果の解像度に差が生じ た。 こ れは 

「 10 mg / mL 程度の濃度で、 サンプル溶液と 同等の量を」、  

「 ピ ペッ ティ ング等で混合すればよ い」 普段の MALDI 測定 

の印象と は大き く 異なる も のである 。 結果的に辛抱強く 長 

期間塗布を繰り 返すこ と が、 イ メ ージング測定における マ 

ト リ ッ ク ス 混合の肝である こ と がわかった。  

マト リ ッ ク ス 混合のほか、 工夫し た点や失敗し た点も 併せ、  

詳細はポス タ ーに掲載、 発表する 。  

図 1.  MALDI -TOF-MS             

図 2.  エ ア ブ ラ シ
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